










要約 

極小未熟児の脳室内出血(以下,IVT)発症,重症化に関して危険因子の分析,特に生後 72 時

間における換気状態,Vital sign の変動,血液ガス所見の推移などに主眼を置いて前方視的

に調査をすすめた。総対象児 163 人中,63 人(37.7 人)に IVH を認めたが,その約 40%は生後

8時間以内という非常に早期に発症していることが明らかとなった。IVH群はより未熟であ

り,特に生後 24 時間まで呼吸障害に直面していると考えられた。 


